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フレーズ

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構
［ToMMo］

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構（略称:ToMMo）は「震災復

興に取り組みながら未来型医療を築く」という目的のもと、東北大学に

設置された組織です。具体的な取り組みとしては、沿岸被災地に医師

を派遣する「地域医療支援」、被災地住民の健康を長期にわたって見

守る「長期健康調査（ゲノムコホート調査）」、カルテの電子化を推進

する「医療情報 ICT化」、宮城・岩手両県15万人の生体試料・健康情

報・遺伝情報を保存する「ゲノムバイオバンク構築」、遺伝情報に基づく

未来型医療を担う人々を育成する「人材育成」を挙げることができます。

ToMMoは、被災地に寄り添い、住民の健康を見守りながら、東北にゲノ

ム医療研究拠点を築き、被災地を含む「東北の自立」を目指す組織です。
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対話
今、そしてこれから、もっとも大切なもの
東日本大震災から3年半。
着々と進む復興とともに、被災地の人々は日常を取り戻し始めています。
そんな今、心の復興を支えるものは「対話」。
ていねいな対話とそれによる「つながり」こそが、今、そしてこれから、もっとも大切なものとなります。
そこで、今回の特集では、被災地での人々の対話、
東北メディカル・メガバンク機構（ToMMo）と地域の方々との対話に焦点をあてたいと思います。
日々、心を重ね合わせていくことで、
東北の未来を担うコミュニティは確実に創られていくのです。

 ［対話のフレーズ］
常に被災地とともに歩み続けるToMMoは、

健康調査という「住民の皆さんとの対話」を

もとに、この地に資する未来の医療を構築し

たいと考えています。そこで、今号では、被災

地住民の皆さんやToMMoメンバーに「対話

する時に相手に話しかけたい言葉」、「対話

する時に一番大切なこと」、「対話に関して

思うこと」などを綴ってくださいとお願いして、

実際に「対話のphrase」を手書きしていた

だきました。

text by Osamu Shimizu / photograph by Eiki Moripage page02 03phrase  vol.02



荒浜──遥かなる故郷の光景。
津波によって跡形もなく消え去ってしまった町、仙台・荒浜。
かつて、ここには、脈々と受け継がれてきた豊かな文化とコミュニティがありました。
そんな、目には見えない「宝」を絶やさぬために、
荒浜の人々は今、未来につながる対話を始めています。

text by Osamu Shimizu / photograph by Kenichi Chiba
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被災地。それぞれの対話

庄子智香子

　荒浜・深沼海岸は仙台で唯一の海水浴場
でした。あの日から……3年前の3月11日から
はまったく人が来ない場所になってしまったけ
れど……10年20年経てば、きっとまた、多く
の人々が集まる賑やかな海水浴場に戻って
いると私は信じています。

数分の差で津波から逃れる

　あの日は午前中に母を病院に連れて行き
ました。病院から戻ってきて一緒にお昼を食
べてから、TSUTAYAにCDを借りに行った
んです。目当てのCDを見つけて、手に取っ
た瞬間に激しい揺れが襲ってきて……。よう
やく揺れがおさまると、母が地震で怪我でも
しているんじゃないかと心配になり、とりあえ
ず、車で家に向かいました。荒浜に向かう途
中、カーラジオでは「大きな津波が来ます」と
言っていました。でも信じられませんでした。荒
浜では「地震はきても津波は来ない」とずっと
言い伝えられていたからです。
　家に到着すると、ちょうど母が知り合いの車
に乗り込もうとしているところでした。「迎えに
来たよ。こっちに乗って!」と声をかけて母を自
分の車に乗せ、海と反対の方向に走り始めま
した。七郷中学校の前に来ると、「津波が来

庄子隆弘

　僕の家は海のすぐそばなんです。いや、だっ
たんですというべきかな。道路一本隔ててもう
海なんですよ。津波で流されたんですが……
今でも、その実感がまったくないんです。

母と祖母を探し続けたあの日

　東日本大震災の時は東北学院大学泉キャ
ンパス図書館にいました。あの日は館内整
理の日でした。揺れた瞬間は事務室でデスク
ワークをしていたんですが、幸い、崩れる本に
埋もれることもなく無事でした。スタッフを帰宅
させ、現場責任者としてしばらく大学に残った
後、バイクで荒浜の家に向かいました。すると、
七郷中学校のあたりで警察に停められて「津
波が来たので、ここから先にはいけませんよ」
と言われました。この時、初めて、とんでもない

ているから、校舎に入ってください」と止められ
ました。校庭に車を置き、校舎に入ると「上に
上がってください! 津波が来るので4階まで上
がってください!」と誰かが叫んでいました。

車の中で過ごした震災の夜

　震災当日からそのまま、七郷中学校は避難
所となりました。避難してきた人々は体育館と
武道館に分かれたんですが、私と母は武道
館のほうに入りました。後から分かったことで
すが、夕方、息子（隆弘さん）が七郷中学校
に私たちを捜しに来たらしいんです。でも武道
館のほうも避難所になっていることに気づか
ずに、体育館だけ探して「いない」と思って親
戚の家に行ったそうです。
　あの日はとても寒い日だったんですよね。武
道館には暖房もなく、上に着るものも持たず
に出てきてしまったので、中学生の柔道着を
借りて、何枚も重ね着して寒さをしのぎました。
夜になると、それでも寒くて耐えられなくなっ
てきたので、七郷中学校から500mほどのと
ころにある親戚の家に毛布を借りに行きまし
た。親戚の家に着くと、地震で家の中がかな
り荒れたらしく、みなさん、車の中で寝ていまし
た。「毛布を持って行くよりも、お母さんもこっ
ちに呼んで、もう一台の車の中で寝たら?」と
言ってくれたので、七郷中学校まで母を迎え
に戻りました。結局、その日は車の中で一夜

ことが起こったのだと気がついたんです。
　家には母（智香子さん）と祖母がいるはず
でした。たぶん、津波から逃げられただろうと
いう楽観的予測のもと、七郷中学校体育館
の避難所で二人を探しました。でも、いません
でした。「もう、だめかな」と思いましたね。その
後は利府の親戚の家に行って、家族や親族
からの連絡を待ちながら、こたつで寝てしまい
ました。夢の中で「家族の葬式をやらなきゃ
な」とぼんやり考えていた記憶があります。そ
して翌朝、目がさめると、両親と祖母が利府
の親戚の家に来ていました。みんな、無事
だったんです。

跡形もなく消え去った荒浜の町

　震災の1週間後、荒浜の家を見に行きま
した。実は、この日に見に行くまでは、廃墟の
ような町が残っているんだろうと思っていまし
た。が、被災後の荒浜を目にした瞬間、その

を過ごしました。
　翌朝、別の親戚の家に行って主人と再会
し、そのまま利府町の、私の姉の家に向かい
ました。利府に着くと、こたつで息子が寝てい
ました。目を覚ました息子は私たちがいること
に驚いて「夢の中で『葬式をやらなくちゃ』と
思っていたんだ」と言っていましたね。

仮設住宅は大切なコミュニティ

　私は荒浜で生まれ育ち、ずっと住み続けて
きました。津波が来た時点で、荒浜の集落は
730世帯3400人くらいの方々が住んでいた
はずです。とても古い集落で、おそらく500年
くらいの歴史があると思います。20代以上続
く家が多かったですからね。同じ集落の中に

考えは一蹴されました。イメージしていたこと
とすべてが違っている。目の前には何もない
荒涼とした光景が広がっていました。町が跡
形もなく消え去ってしまったので、実感が湧
かない。この時のショックがずっと心の中に
残っているので未だに実感が湧かないんだ
と思います。
　震災後は2ヶ月間、利府の親戚の家に住ま
わせてもらい、5月末に荒井小学校用地仮設
住宅に家族4人で入居しました。一方、職場
である図書館のほうは復旧が大変でした。す
べての復旧が終わったのは9月。半年も図書
館の復旧作業をしていたことになります。その
間、全国の図書館関係者の方々から温かい
ご支援をいただきました。図書館の世界とい
うのは横のつながりがとても強いんです。茨
城県結城市「ゆうき図書館」の笹沼崇副館
長（当時）、大阪市「エル・ライブラリー（大阪
産業労働資料館）」の谷合佳代子館長は、ど
ちらもメーリングリストやtwitterだけのお付き

対話の

phrase

対話の

phrase

▶

→
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本家別家（本家と分家）がいて、契約講など
の「講」がたくさんありました。ここでいう「講」
とは相互扶助的なグループのこと。契約講は、
冠婚葬祭の際にお互いに助け合う講ですね。
お葬式のお手伝いなどするわけです。ずっと
昔から続いて来たんだと思います。
　そんな古い集落の中で、庄子家は4代前に
この土地に来た家なので、「他所（たしょ）か
ら来た家」と言われ、馴染むまでは大変だった
という話を祖父から聞いたことがあります。私
の祖父は漁師をしていましたが、当時、集落
全体では半農半漁の家が多かったです。現
在では、漁業をやっている家は数えるほどし
かいません。5、6軒じゃないでしょうか。うちも、
主人はフランス料理のシェフで息子は会社
員。震災前、私は母の世話をしながら週に2
回、事務仕事のパートをやっていました。
　震災後、利府の姉の家などのお世話になっ
た後、5月末に荒井小学校用地仮設住宅に
家族4人で入居しました。入居の時はけっこう
大変でした。10世帯集まらないと入居申込が
できないシステムになっていて。避難所に行っ
て知り合いのところを回って、なんとか10世帯
集まって、やっと申し込んだんです。
　ここでは高齢者のひとり住まいがけっこう
多いんですよ。20世帯くらいでしょうか。その
方々のご家族は大体、借り上げ仮設のアパー
トに入居されています。ご家族の中のおじい
ちゃんやおばあちゃんだけ、借り上げアパート

合いでお会いしたことはなかったんですが、仙
台にいらっしゃって図書館の復旧を手伝って
くださいました。

土地に根づいて生きるということ

　仙台という都市の近郊で育っていながら
こんなことを言うのもなんですが、僕はとても
「土着的な考え方」をする人間なんだと思っ
ています。荒浜という土地から離れることに

から離れてこの仮設住宅に住んでいます。た
ぶん、高齢者の方々にとっても、そのほうが良
かったのだろうと思います。借り上げアパート
では昼間、家族が働きに出るので、おじいちゃ
んやおばあちゃんはひとりで留守番すること
になります。でも、ここに住んでいれば、周りに
昔からの知り合いがたくさんいるし、集会所に
行けばみんな集まっているので寂しくないわけ
ですね。今年の春、20組ほどの方々が仮設
住宅から仙台市の復興公営住宅に移られま
した。その中に、ひとり暮しの高齢者もおられ
たんですが、昼間はシルバーカーを押して、こ
の仮設住宅にいらっしゃいます。毎朝8時に
自転車でいらっしゃる元気な方もおられます
よ。被災した高齢者にとって仮設住宅が「対
話」の場、欠かせないコミュニケーションの場
になっているんです。

対話から始まる荒浜の再生

　震災前はね、荒浜ってとても賑やかで活気
のあるところだったんですよ。漁業の方々が
毎年、神社のお祭りを催して盛り上がってい
たし、学区民運動会も盛んでした。もちろん、
夏になれば海水浴客がたくさん訪れていまし
た。そんな荒浜から人がいなくなって廃墟のよ
うになってしまうなんて、私には耐えられない
……息子も話していたかもしれませんが、す
でに荒浜は災害危険区域（居住禁止区域）

強烈な違和感を感じるんです。震災後、荒浜
地区は災害危険区域（居住禁止区域）に指
定され、住めなくなってしまいました。かつての
荒浜地区居住者のうち、多くの方々はその指
定に異議を唱えてはいません。荒浜に戻りた
い人々は少数派なんですね。でも僕は、住め
るならば、また、荒浜に住みたい。少なくとも、
かつて荒浜に根づいていた文化を残していき
たいという思いがあります。
　思えば、震災後には実に様々な、そして自
発的な「復興のための集まり」がありました。そ
ういう場には、ボランティアのファシリテーター
と呼ばれる方々がいらっしゃいました。その
方々は「議論百出する住民の話し合いの場
を上手にまとめ、各意見のポイントを整理して
住民に返す」ということをしてくれていました。
いわば、情報の交通整理です。あの方々の仕
事をそばで見ていて、情報のやり取りと整理
によってコミュニケーションが深化していくこ
とを実感して、「自分も情報を正しく扱える人

に指定されて、人が住めない場所になってし
まいました。でも、私は荒浜に戻りたい。けっ
して、移転する決意をされた方々を非難して
いるわけではありません。ただ、「荒浜に戻っ
て、住みたい」と思う人間もいるんだというこ
とを知っていただきたいのです。そして、少なく
とも、住んでいた人々の跡を何らかの形で残
したいと思っています。荒浜には、土地に根
づいた、かけがえのないコミュニティがあった
のですから。

［2014年6月17日。仙台・荒井小学校用地仮設住
宅集会所にて］

間になりたい」と思いましたね……震災直後
の経験でも「情報が人を救う」場面を目の当
たりにしてきましたし、今になってみれば、僕が
震災からもっとも学んだことは「情報とコミュ
ニケーションの大切さ」に尽きると思います。
　情報の先には必ず「人」がいる。
　荒浜のコミュニティを、そして、文化を残し
ていくことは、その先にいる「人」を大切にす
ることに他ならないと日々、痛感しています。

［2014年5月27日。東北大学医学部1号館3階リフ
レッシュルームにて］

庄子智香子: 仙台・荒井小学校用地仮設
住宅住民。仙台・荒浜で生まれ育ち、震災
発生時まで荒浜に居住。震災後3年間の
仮設住宅生活を過ごし、現在に至る。「荒
浜再生を願う会」に参加し、故郷に戻るべ
く、各方面との対話を続けている。

庄子隆弘 :  仙台市内の大学図書館の仕
事をしている。仙台・荒浜で生まれ育ち、震
災発生時まで荒浜に居住。震災後は荒井
小学校用地仮設住宅より通勤。2012年
には『図書館体操』を考案し注目を浴びる。
現在、荒浜に『海辺の図書館』を設置する
べく活動中。

震災復興のためににんに
くを有機栽培しています。
自然と対話し、人と対話
していきたい。

職場で接客中に被災。顧
客の誘導が大変でした。そ
の後、結婚・出産し、借り上
げ仮設に住んでいます。

震災後、結婚・出産しまし
た。対話は「人との出会
い」から始まるのだと思っ
ています。

いつも、誰にでも、「ありが
とう」をいっぱいに、感謝
を込めて話しかけたいと
思っています。

大津波で家を流され、現在は仙台市内の荒井仮設住宅に住んでいます。流された
とはいえ、仙台荒浜は大事な故郷。その故郷が今、消えかかっているため、「荒浜
再生を願う会」を結成しました。震災後3年を経て、今、思うことは「もっとも難しい問
題は『家庭』の中にある」ということ。今後の生活の問題において、どの家でも家族
内での合意形成がなされていない印象がありますね。

貴田国松さん
（エコピア仙台 代表）

松本祐子さん
ひなのちゃん
（仙台・借り上げ仮設住宅住民）

及川広美さん
彪雅ちゃん、涼雅ちゃん
（仙台・借り上げ仮設住宅住民）

大久並子さん
（ToMMo GMRC スズキ記念
病院駐在）

貴田喜一さん 
（荒浜再生を願う会 代表）

対話によって満面の笑み
がお互い生み出される…。
そんな思いでこの言葉を
書きました。

小笠原香織さん
（ToMMo GMRC スズキ記念
病院駐在）

仮設住宅生活も 3年。
元々、橋本病でしたが、
震災後はホルモン剤投
与の頻度が上がり、辛い
状態です。

丹野礼子さん
（仙台・荒井小学校用地仮設
住宅住民）

我が家は4世代家族。そ
んな家族と暮らす私にとっ
て、世代を越えた普段の
会話が「宝物」なんです。

佐藤玲子さん
（ToMMo GMRC スズキ記念
病院駐在）

被災地住民の皆さんやToMMoメンバーに、「対話する時に相手に話しかけたい言葉」、「対話する時に一番大切なこと」、「対話に関して思
うこと」などを綴ってくださいとお願いして、実際に「対話のphrase」を手書きしていただきました。

それから近道を探そうとしないこと。
価値ある良いことはみんな、時間も手間もかかるものです。
［ターシャ・テューダー］

対話のphrase

INTERVIEW

▶

→
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津波による「過酷な非日常」に置かれた人々にとって、
この3年半は日常を取り戻す戦いでした。
その時間をともに過ごした人々の間には堅い結びつきが生まれました。
しかし、人はやがて、それぞれの道を歩み始めます。
「出発」とは同時に「別離」でもあるのです。

　東日本大震災の前は自営業でした。園芸
農家でね。1200坪のビニールハウスがあっ
たんですよ。でも、すべて津波で流されました
……あの震災でとてもたくさんの方々の人生
が一変しましたね。肉親を亡くされて、辛い思
いをされている方もたくさんいらっしゃいます。
私の場合、幸い、家族こそ無事でしたが、やは
り、人生はあの日を境にして大きく変わりまし
た。とても大きく、ね。

空港ターミナルから眺めた
異世界の光景

　2011年3月11日、地震が発生した時は
ちょうど野菜の出荷準備をしているところでし
た。ものすごい揺れでね。直感的に「津波が
来るな」と思いました。急いで近所の方々に
声をかけて、私、妻、近所の方々で仙台空港
に向かいました。空港ターミナルに着いて、急
いで上階に上がって、しばらくすると、津波が
黒い山のように押し寄せてきました。窓から下
を見下ろすと、空港ターミナルの前の道路を
車や家がぐしゃぐしゃになって流れていくのが
見えました。まるで映画のような世界。とても
現実の出来事とは思えず、窓の外を眺めなが
ら「世の中、こういうことも起こるんだ」と自分
に言い聞かせていた記憶があります。
　あの日、仙台空港のターミナルビルには
1400人くらいの方々が避難していたのだと思
います。食事は、かまぼことお菓子類。空港の
ショップに置いてある物しかなかったので。
　翌12日の夜、私はちょっと体調が悪化しま
した。元々、攣縮性狭心症の持病があったん
です。血圧が上がってその症状が出始めまし
た。舌下錠のニトログリセリンを口に含めば
症状はおさまるんですが、急いで逃げてきた
ので持ち合わせていませんでした。すると、老
人ホームから避難してきているお年寄りたち
を空港から病院に送り届けるという話になっ
たので、一緒に病院に行く車に乗せてもらう
ことにしました。通常の空港の出入口は津
波で通ることができないため、滑走路の先に
あった工事用出入口から外に出ました。
　13日にはニトログリセリンも手に入れ、体

調も回復したので、岩沼市の災害対策本
部に赴きました。そして、「空港ターミナルに
1400人が避難しているので、物資を供給
してやってほしい」と頼み込みました。すると、
「空港の出入口が通れないのでターミナル
に行く手だてがない」と言うのです。私は「自
分はターミナルから出て、ここに来たんだ。同
じ道筋をたどれば行ける」と提案しました。さっ
そく、毛布、食料、水などをマイクロバスに積
み込み、私も同乗して仙台空港に向けて出
発しました。空港ターミナルに再び現れた私
の姿を見て、妻はとても驚いていました（笑）。
12日に出て行った後は「戻っては来ないだろ
う」と思っていたそうです。

避難所生活をしながら
人生初の就職へ

　それから3日間、空港ターミナルで過ごした
後、16日に市が用意してくれたマイクロバス
に乗り込んで避難所である旅館に移りました。
空港ターミナルと違って畳の上に寝られるの
はありがたいことでした。この避難所で息子と
再会することができました。
　津波の10日後、市のマイクロバスに乗せ
てもらって、家を見に行きました。もちろん、何
もありません。家の基礎が残っているだけでし
た。結局、大津波を経て私たちの手元に残っ
たものは、トランジスタラジオ1台と妻のスニー
カー1足だけでした。
　旅館の避難所で半月ほど過ごして、3月の
終わり頃に2つめの避難所に移りました。こ
の2つめの避難所にいる頃、4月18日から、
「みやぎ農業振興公社」で働き始めたんで
す。避難所にいる時に就職したわけです。こ
の公社の方々とは、農業という仕事を通して
10年来のつき合いがありました。4月に入っ
てすぐに「うちに入職して、いちごの苗の生産
に携わってくれないか」と誘われていて……
私は60歳まで自営業で農業をやってきました。
組織に勤めるということは自営業を諦めると
いうこと。1200坪のビニールハウスは流され、
土地は塩害で再び作物を育てることは無理。
この時に「生き方を変えよう」と決心したんで
す。それにしても、あの当時の状況で、よく私
に声をかけてくれたものだと思います。10年
かけて築いてきた信頼関係があったので、声
をかけてくれたんだと思いますね。

仮設住宅コミュニティから
離れる寂しさ

　5月1日、岩沼市役所の近くの仮設住宅に

移りました。仮設住宅には、度々、ボランティ
アの方々が来てくださって、無報酬でいろい
ろとやってくれて、本当にありがたかった。今
でも、彼らには頭が下がる思いです。
　仮設住宅で3年間過ごした後、今年の5月1
日に、この新居に引っ越してきました。ようやく
安心……のはずなんですが、どうも喜びの実
感がない。もちろん現在も辛い思いをされてい
る方はたくさんおられるでしょうから、家を建て
て暮らせる私たち家族は幸せな部類に入るの
でしょう。でも……どこか、寂しいんですよ。
　今年の春まで仮設住宅で一緒に暮らしてい
た方々は、避難所からずっと一緒だった仲間、
同志です。仮設住宅から出てきてしまった今、
堅い結びつきで結ばれていた仲間と離れてし
まった気がして……。現在も仮設住宅に住ん
でおられる方々は、今後、災害公営住宅に集
団移転される予定です。私たちはその流れから
離れて、ここに引っ越してきました。どのように
再起していくかは、それぞれの家族の選択です
から、どちらの選択をしても良いわけですが。
　我が家は私の代で10代目だったんです。
先祖からずっと岩沼の海に近い集落で暮らし
てきた。でも、家も、私の人生も、あの津波で
劇的に変わりました。私は農業を辞め、息子
は被災後に結婚。息子には「今までの宍戸
家はもういいんだ。これからはお前たちが新し
い宍戸家を作っていけ」と言っています。
　今、振り返ると……被災して、失ったものは
大きいですが、得たものもある気がします。人
が生きていくってことは、誰かと出会って、誰
かと別れての繰り返し。もし、津波が来ていな
かったとしても、出会いと別れを繰り返しなが
ら、今も生きていたんだろうなと思っています。

［2014年5月28日。岩沼・宍戸正幸さん宅にて］

そして、新たな「人生」への挑戦を。宍
戸
正
幸

み
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INTERVIEW

宍戸正幸: みやぎ農業振興公社職員。岩
沼市出身。60歳まで自営で農業に従事。
10代続いた宍戸家を受け継いでいたが、
震災により家と畑を失い、団体職員へ転身。
3年間の仮設住宅生活を経て、今年5月、
新居を構えた。

text by Osamu Shimizu / photograph by Kenichi Chiba

被災地。それぞれの対話

対話の

phrase

30年ほど前の我が家。息子2人と姪のスナップ。
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とてもうれしかった多くの支援

［恵］ あの日、3月11日のことですか……? も
ちろん鮮明に覚えています。大津波が来た
時、私は孫を抱いて逃げたんですが、水に呑
まれてしまって、1時間くらい、水の中で助け
を待ったんです。その後、なんとか屋根の上
に避難。でも身体が濡れているので寒くて寒
くて……。他所様の家の二階からお借りした
毛布に孫とくるまって水が引くのを待ちました。
そして、夜7時頃、意を決して屋根から降りて、
渡波小学校の避難所に行きました。

［敏雄］ 私も水に呑まれたけれど、流れてきた
タクシーに掴まって水の中で5時間、耐えまし
た。その後、トイレの窓から自宅に入って2階
で夜が明けるのを待ち、避難所に行きました。

［恵］ 後から夫は肋骨が3本折れていること
が分かって……ガラスで足も切ってしまって。

［敏雄］ それでもこうして今は仮設住宅で暮ら
していられる。運が良かったと思いますよ。そ
の後は2ヶ月以上、自宅の2階で過ごして6月
7日に開成地区仮設住宅に入居したんです。
入居当初はキャンプ仲間たちからの支援がと
てもありがたかったですね。私たち夫婦はキャ
ンプが趣味でキャンピングカーを持っていた
けれど、ローンも払い終わらぬうちに流されて
しまった。それは残念でしたが、キャンプ仲間
からの支援は嬉しかったですねぇ。

［恵］ 東京から車を運んできてくれて、そのま
ま私たちに車をくださった方、青森から家電
一式を持ってきてくださった方、本当に助かり
ました。

［敏雄］ もちろん、キャンプ仲間からの支援ば
かりでなく、ボランティアの方など、いろいろな
方が支援してくださいました。本当にありがた
かったです。

［恵］ 振り返ってみると、この3年間、私たち
被災者はずいぶん甘やかされてきた気がし
ます。支援されるという特殊な状況が日常化
してしまったんですね。中には、支援していた
だいても御礼を言わないほどに慣れ過ぎてし
まった方もいます。私たちはあらためて感謝
の気持ちに目覚めなければいけないなと思い
ます。

さりげなく声をかけることの大切さ

［敏雄］ 私が仮設住宅コミュニティのキーマ
ン?  そんな大げさなもんじゃないです。ただ、

ひとり暮らしのお年寄りにはなるべく声をかけ
るようにしているかな。私は若い人にはモテな
いけれど、おじいさんおばあさんにはモテるん
ですよ（笑）。

［恵］ 朝食を用意すると、なぜか、この人は行
き先も言わずにどこかに出かけていることが
多くて、いつも困るんですよ（笑）。大体、おひ
とりのお年寄りのところに行っているみたい。
やっぱり、ひとり住まいの方は声をかけられる
とうれしいみたいですね。

［敏雄］ ここの高齢者は10人が10人とも
「仮設で暮らしている間には死にたくない」
と言いますよ。ここから出て、どこかに腰を落
ち着けてから最期を迎えたい、と。彼らにとっ
てはそれが生きる目標となっていて、「ここで
は死ねない」と公言する方ほど元気にしてい
らっしゃいます……高齢者ばかりでなく、ひと
り住まいの方は精神的に追い込まれてしま
うことが多いんじゃないかと思いますよ。この
団地でも過去に自殺された方がおられました。
周囲との交流がなく、ご遺体が発見されたの
は死後1週間経ってからでした。もっと早く声
をかければ良かったなと思いましたね……。

［恵］ ここに来たばかりの頃、車椅子の方が
隣に住んでいらっしゃってね。あまり人との交
流がないように見えたんですが、挨拶を交わ
し始めて、一緒に買い物に行ったりするうち
に仲良くなって。私はこの性格ですから「さ
あ、行くよ!」って引っ張り出して集会所のイベ
ントに連れて行ったりしているうちに、だんだ
ん、外交的になってきて、いろいろな方と交流
するようになっていきました。周りの方々も「あ
の人は身体が不自由だ」ということを知ってい
ろいろとサポートしてくれるようになったし、ご
本人に「今度、子供たちのイベントがあるから、
お母さん（私はそう呼んでいました）、おやつを
用意してくれる?」と頼むと、けっこう楽しそう
に用意してきてくれるようにもなりました。だん
だんコミュニティに溶け込んでいったんだと思
います。

［敏雄］ ひとり住まいの方々に声をかけて回
ることは「誰かがやるべきなんだろう」と思うの
で、私も回っているわけです。市役所の方々
も回っておられます。ただ、プライバシーの問
題などもあって、なかなか声をかけづらいよう
です。たしかに他人が玄関の中に入ってくる
だけで嫌だという方もいるだろうから、難しい
ですね……私なんか、「いるかぁ?」と声をかけ
て、勝手に入っていっちゃうんだけど（笑）。

日々の対話によって
人は変わっていく

［恵］ 被災して、肉親を亡くされて、とても大
きな心の傷を負って……そこから立ち直って
きた方々もたくさんいらっしゃいます。ここで
の知り合いに、津波で奥さんとお子さんを亡
くされた方がいらっしゃるのですが、知り合っ
た最初の頃は、ごく普通に会話を交わしてい
ました。震災の話もしたことがありませんでし
た。「震災の話をしないようにしよう」と特に
意識していたわけではないんですが、なんとな
く、そういう話はしたことがなかったですね。で
も、ある時、大川小学校での慰霊祭を伝える
TVニュースに映っていらっしゃったので、「あ
あ、あそこでご家族を」と気づきました。その数
日後、その方はご自分から、奥さんやお子さん
を亡くされたことを話してくださいました……
津波で肉親を亡くされた方とつき合っていくう
えで、こちらが、意識してそのことに触れない
ようにすると、どうしても会話が不自然になり
ます。だから、なるべく普通に、自然に。ご本
人が話してくださるなら、自然に聞けばいいん
だと思っています。難しいことですけどね。

［敏雄］ もう3年経ったからね……心に深い
傷を負った方々も、少しずつ、そういう話がで
きるようになってきているのかもしれない……
年月をかけて、人と関わっていくことで、人の
気持ちは変わっていきますね。私たちも、いつ
かはこの仮設住宅団地から出て行くわけです
が、今は、日々のさりげない「対話」を大事に
して生活していきたいと思っています。

［2014年7月21日。石巻・開成地区仮設住宅団地
にて］

「声かけ」が織りなす温かい日常。
豊かなコミュニティは、細やかな対話から醸成されていきます。
その細やかな対話はさりげなく声をかけることから始まります。
ここ、石巻・開成地区仮設住宅団地でも、
さりげない「声かけ」を絶やさぬキーマンが温かい日常を創り出しています。

text by Osamu Shimizu / photograph by Kenichi Chiba
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樋口敏雄・恵 :  石巻・開成地区仮設住宅
団地在住。震災時は水に呑まれながらも
夫婦ともに生還したがキャンピングカーを流
された。仮設住宅団地ではリーダー（世話
人会会長）の補佐役として信頼が厚く、独
居者とのコミュニケーションをはかる上での
キーマンとなっている。

対話の

phrase
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それは言葉ではないのかもしれない。
しぐさか、眼差しか、あるいは、そこはかとなく漂う気配か。
心を通わせるために、人はあらゆるすべを試みる。
やがて、何かが通じ合う。
それでいて、永遠に分かり合えないもどかしさをも感じている。

思いは水面に現れた波紋のように広がり、隣人の波紋と出会い、融け合っていく。
思いの波紋が融け合う場に、私達はどれだけの希望を託してきたことだろう。

波紋は融け合いながら、いつしか、消えていく。
しかし、痕跡を残す。
ふたりが残していった飲みさしのコーヒーは、思いの波紋の存在を示している。
その存在を感じることも、また、対話なのではないか。

今日はどれだけの波紋を描いただろうか。
どれだけの痕跡を残しただろうか。
時空を超えた対話は、私達の知らないところで、今も続いている。

text by Osamu Shimizu / photograph by Eiki Mori
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　はい、職業は臨床心理士です。現在は
ToMMoの「地域住民コホート調査」に参加
してくださった皆さんに電話支援を行っていま
す。私にとって、被災者の皆さんとの電話はと
ても大切な「対話」なんです。

被災地では
27%の住民に抑うつが

　ToMMoが宮城県で行っている「地域住
民コホート調査」と「三世代コホート調査」の
アンケート票には、こころの健康状態をうか
がう質問があります。地域住民コホート調査
の回答を集計した結果、（今年2月時点の）
回答者の27%の方々に抑うつ傾向がみられ
ました。東日本大震災から3年が経ちますが、
被災された方の多くがこころの問題を抱えて
いることがうかがわれました。中には、震災後
に懸念されるPTSD（心的外傷後ストレス障
害）やうつ病の発症・悪化が心配される方も
いらっしゃいます。にもかかわらず、適切な支
援が届いていない方がいます。そうしたお困り
になっている方をひとりでも多く適切な支援
につなげるために、ToMMoでは今、メンタル
ヘルスケア推進室の3人の心理士がお電話
をして、現在のこころの健康状態を確認させ
ていただいています。継続的に電話で経過を
お聞きする場合もありますし、面接を希望され
る場合は、その方のお住まいに近いToMMo
地域支援センターで面接をします。今後は、
「三世代コホート調査」に参加してくださった
皆さんも、同様に支援していきます。
　通常、皆さんがイメージされる電話支援は
相談者から電話をかける支援だと思います
が、ToMMoがしているのは心理士から電話
をかけるという電話支援。相手のニーズがわ
からない中で電話をかける難しさや、顔が見
えない難しさもありますが、相手の方が安心
できて話しやすい雰囲気になるよう、心がけ

ています。この電話支援を始めた当初は「東
北大学から、突然電話が来て、見ず知らずの
私と込み入った話をするというのは、皆さん抵
抗があるだろう」と思っていたんですが、実際、
始めてみると「今まで誰にも話せなかった」と、
悩みをお話してくださる方が多いことに驚きま
した。自分から相談に行くのは……という方
や、ご自身のこころの健康の問題に気がつい
ておられない方とつながれることに、この電話
支援の意義を感じています。

震災から3年、
つらさを語れない状況も

　お話をうかがってみると、皆さん、様々なこ
とで悩んでいらっしゃいますね……人間関係、
家族のこと、健康のこと、仕事のこと、経済
的な問題、お住まいのこと……仮設住宅に
入って、それまでのご近所さんと離れてしまっ
て孤独を感じている方、逆に、知り合いばかり
でつらいという方。実に様々なケースがありま
す。中には、以前から睡眠の問題や抑うつが
あって、震災によって悪化してしまった方など、
すぐに医療機関に紹介したほうが良いと思わ
れることもありました。また、「死にたいと思う
ことがある」と話される方もいます。誰にでも
話せる話題ではないので、こうして打ち明けて
くださることに感謝の気持ちを持って、対応し
ています。
　全体的に言えることは、震災から3年が経
過して、周りの人々と震災の話をしなくなった
という方が多いことですね。家族や友人など
に震災の影響による不安や心身の不調に
ついて話したくても、「3年も経ったのに今さ
ら」と思われるのではないかと考える方も多
く、誰にもそういう話ができなくなっている状
況なのだと思います。悩み、不安、憂うつなこ
とは、話を聞いてもらうだけでも気持ちが軽く
なったり、整理されることがあります。そういっ

たお手伝いを、私たちがしていけたらと思っ
ています。
　また、震災のことを「忘れたい」という気持
ちと「忘れてはいけない」という気持ちに挟ま
れて悩んでいらっしゃる方もいます。震災の
記憶も今の生活も、どちらも大事だと思いま
す。無理せず、ゆっくりと、です。

被災者が
自らと向き合う対話を創り出す

　電話支援では、まず、「自分の身体との対
話」を促します。よく眠れているか、食欲がある
か、震災を思い出したときに身体に反応がな
いかなどをお聞きすると、気にとめていなかっ
たこころの不調に気づく場合もあります。たと
えば、気分の落ち込みはあるけれど病院に行
くほどではないと思っている場合も、そういえ
ば最近寝つきが悪いなぁ、疲れやすいなぁと
いった不調が身体に現れていることはよくあ
ります。日常生活に支障を感じる場合は、医
師に相談することをお勧めします。
　人って、自分の中でいろいろな物事が整理
できていないと「よく分からないけど不安」とい
う気持ちになりますよね。心理士との対話は、
そういった不安や説明しにくい気持ちを一緒
に考えたり、複雑に絡み合った問題を一つひ
とつ、紐解いたり並べたりして、こころを整理
していく作業なんです。客観的に自分を見つ
めることで、行き詰まり感が和らいだり、新た
な気づきがあったりして、皆さん、話している
間にだんだん考え方が変わっていきます。心
理士との対話が、「自分のこころとの対話」に
なっていきます。また、震災によってつらい思
いをされてきた方と震災以後を共に振り返り、
「大変な思いをして、ここまで来たんだなぁ」
と、その方が自分を見つめ直すきっかけにな
ればとも考えています。
　支援する際には、心理士が「鏡」となって、

被災者の皆さんが自分自身と「対話」できる
ように努めている感じですね。
　私の「対話のフレーズ」は、「話してくれて、
ありがとう」。電話を切る時に「聴いてもらえ
て気持ちが楽になった」と言ってくださる方が
とても多く、その言葉を聞くたびにうれしくなり
ます。それに、自分のことを話すのは、とっても
エネルギーがいりますよね。ですから、話してく
ださったことにもいつも感謝しています。これ
からも、この大切な「対話」を続けていきます。

［2014年6月27日。東北大学東北メディカル・メガバ
ンク棟会議室にて］

 ▶ 臨床心理士とは?

臨床心理学など心理学の知識や技術を用いて心理
的な問題を扱う心理専門職。「財団法人日本臨床
心理士資格認定協会」が資格を認定しています。複
雑化する社会の中で心理的課題を抱える方が増え、
医療・保健、教育、福祉、司法、産業など様々な領域
で臨床心理士による援助が求められています。

 ▶ 抑うつ、PTSDとは?

「抑うつ」とは、ストレスや身体的な状態など、様々な
原因で気分が落ち込み、身体に不調があらわれる状
態のことです。集中力や意欲の低下、睡眠障害、食
欲の低下などがみられます。「PTSD（心的外傷後ス
トレス障害）」とは、命の危険を感じるような体験が、
こころのダメージとなって、時間がたってからも、その
経験に対して強い恐怖を感じる障害です。

こころを映し出す「鏡」となるために。
ToMMoの長期健康調査に参加した方々に、日々、電話支援を行う臨床心理士たち。
姿の見えぬ相手と気持ちを重ねる「対話」によって、被災地のこころの健康を見守る活動が少しずつ、進み始めています。

工藤古都美: 東北大学東北メディカル・メ
ガバンク機構予防医学・疫学部門災害精
神医学分野メンタルヘルスケア推進室、研
究支援者。臨床心理士。山形県出身。東
北大学大学院教育学研究科修士課程修
了。2013年4月よりToMMoで心理士とし
て勤務。ToMMo事業のアンケート調査か
ら、震災後に悪化が心配されるメンタルヘ
ルスの実態を明らかにし、浮かび上がるメン
タルヘルスの問題のケアに尽力している。

text by Osamu Shimizu / photograph by Kenichi Chiba
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　もともと、つまりToMMoクリニカル・フェロー
（TCF）制度に参加する前から、私にとって
地域医療は特別なものでした。仙台市出身
の東北人として、医師として、震災後の地域
医療を崩壊させないよう命を受けたのは、当
然のことだと思っています。
　震災直後から気仙沼に飛び、本当の急性
期の患者さんを診ることになってから、2013
年にTCFになるまで、2年間、地域医療に携
わってきました。忘れられないのはやはり、あ
の被災した気仙沼の光景、そして現実。そ
のなかで医療をやるという難しさ。当然です
が、患者さんそれぞれによって、バックグラウン
ドが違うんですね。かなり被災でダメージを受
けている方もいる。一方で家族みんな元気で
やっています、という方もいる。それで、かなり

　復興は少しずつ、進んでいると思いますよ。
南三陸町に住んでいる間も、毎日、少しずつ、
景色が変わっていきました。物が撤去されたり、
土地がかさ上げされたり。お店が少しずつ増え
たり。そういう「目に見える復興」は少しずつ進
んでいると思います……しかし、被災地に住
む皆さんのこころの中までは、ぼくには……。
　東日本大震災が発生した時、ぼくは大学院
生で博士論文の〆切に追われていました。震
災直後に東北大学医学部の人々は石巻や
気仙沼に医療支援に行ったんですが、研究
室も地震でぐしゃぐしゃに散乱した状態だった

対話に気をつけなければならない。でも、「対
話」って、特に被災地での医療で重要という
結論になりがちだと思うんですが、医療におけ
るすべての場面で、「対話」は重要じゃないで
すか。でも実際はそうでないから、問題になる。
　私自身、それを実感したのが、訪問診療の
場面です。たとえば、慢性の高脂血症とかで、
病院に来る患者さんがいる。そのときは明ら
かに「病人」なんですね。でもそんな患者さん
の自宅へ訪問診療に行くと、病院ではあまり
喋ってくれない人が、家ではきちんと喋ってく
れる。単なる「会話」ではなく、「対話」になっ
ている。患者さんが患者さんに見えないのが
不思議なんですよね。「自分は病人ではない」
という気持ち―そして医療者の気持ちも、無
意識に変化しているのだと思います―これが

ので、ぼくは大学に残って研究室復旧と大学
病院での診療に携わりました。一度だけ、石
巻に行って避難所の皆さんの健康状態をうか
がうという仕事をさせていただきましたが、ずっと
「被災地の医療支援を本格的にやりたい」と
思っていたんです。その後、教授から「被災地
の病院に手伝いに行ってくれる医師を探して
いる」という話をうかがった時、躊躇なく「行き
ます」と手を挙げていました。それで、2013年
2月から5月までの間、ToMMoクリニカル・フェ
ローとして公立南三陸診療所に赴任しました。
4ヶ月間の赴任後、一度、東北大学に戻って

コミュニケーションの形そのものを変化させ
てゆくんですね。患者さんの家族との対話も、
基本的に同じだと思います。家族の理解が
得られないと、訪問診療も、在宅での医療も、
続かないですから。だから、私たちもそのような
環境を作っていく。仮設住宅への訪問診療
は、仮設が無くならない限り、続けていきます。
そうしないと、復興は終わりません。
　私にとって、すでに「私は気仙沼というコ
ミュニティの中にいる」という事実があります。
しかし、「コミュニティの中で私に何ができる
か考え続けること」はとても難しい。でもとて
も大事なことです。日頃から、地域医療・訪問
診療とはいえ、「医療の質は落としてはならな
い」ことは常に考えていますが、やはり難しい
です。ですが、少しだけそれに応えることがで
きたかな、と思うのは、震災後、気仙沼の医療
を続けてきて、大腸がんの早期発見・早期治
療に貢献できたことです。大腸検査をする、と
いう習慣が、入院患者さんに対しても、あまり
なかったので、患者さんに勧めて。治療が必
要な患者さんには、内視鏡でポリープを取る
治療を地域で初めて開始しました。消化器内
科の専門医として、自分の専門が活かせたこ
とも、患者さんからも感謝されたことも、市役
所の方から感謝の言葉をかけてもらったのも、
純粋にとても嬉しかったですね。
　私の年齢だと、普通はもっと、高度医療、
大学病院の医療をやるのが一般的なので
しょうけれど、地域医療の現実に衝撃を受け
た自分としては、もちろん先進的な医療も学
びたいですが、次にまた気仙沼に行った時
には、自分が診た患者さんが更に元気になっ
ていて欲しい、という思いが強いです。これ
までこの地域に赴任された先生方が作られ
た「信頼」が地域コミュニティの中に確実に
あって、私はそれを引き継いでゆく。「信頼」と
「対話」を積み重ねてゆく。そのなかで学べ
ることは、「支援」ではあるけれど同時に私に
とってのまさに「学び」だと思うんです。

［2014年7月31日。東北大学 東北メディカル・メガ
バンク棟3階ミーティングルームにて］

きて、翌2014年、つまり今年の2月から5月の
間、再び南三陸診療所に赴任しました。2年
連続で南三陸町に行ったんですね。
　一度目に南三陸町に赴いた昨年は、津波
の爪痕がまだ残っていることに驚きました。た
だ、被災されたスタッフも患者さんも、明るくお
元気そうだったので安心しました。本当は、皆
さん、辛さを見せずに必死にがんばっていた
のかもしれないとも思いますが……二度目に
南三陸に赴いた今年は、心なしか、スタッフ
の皆さんに「疲れ」が見える気がしました。震
災後、3年間、ずっとがんばってきた疲れと言
えばよいのでしょうか、「休ませてあげたいな」
と思いましたね。
　昨年と比べると、今年は患者さんもスタッフ
の皆さんも、だんだん被災の話をしなくなって
きた印象があります。震災直後は皆さん、「力
を合わせてがんばろう」ということで強く意識
を共有していたのだと思いますが、やはり、被
災の度合い、内容は人それぞれですので、3
年経った今、被災に関する意識は共有しづら
くなってきているのではないでしょうか。それで
も、診察をしていると、さらりと被災のことを話
される患者さんがいらっしゃいます。アルコー
ル性肝障害の60代男性の患者さんがそうで
した。通常ならば、こちらも「アルコールを止め
ましょう」と強く言うところなんですが、「家族
が流されてひとりぼっちになってしまったので
夜は飲まずにはやっていられない」とおっしゃ
るのを聞いて、ぼくは何も言えなくなってしま
いました。幸い、経過観察したところ、その後、
悪化はしませんでしたが。
　患者さんとお話しする時、ぼくは「すべてを
受け入れる」つもりで「対話」しています。しか
し、完全にこころを開いてくださるところまで
関係を築くのは本当に難しい。被災のような
デリケートな話であれば、なおさらのこと、難し
い……でも、だからこそ、「対話」を続けていく
意味がある。どこまでも患者との「対話」を続
けて関係を構築していくことが、医者の仕事
の本質なのだと、常々、感じています。

［2014年6月30日。東北大学 東北メディカル・メガ
バンク棟会議室にて］

訪問診療が紡ぐ
新たなコミュニケーション。

患者さんのすべてを
受け入れるという心。

黒羽正剛

近藤敬一

ToMMoクリニカル・フェロー／医師

ToMMoクリニカル・フェロー／医師

黒羽正剛： 東北大学・東北メディカルメ
ガバンク機構地域医療支援部門・助教。
2005年岩手医科大学医学部卒。仙台市
医療センター仙台オープン病院で臨床研
修後、東北大学病院消化器病態学分野
に入局。2012年東北大学大学院医学系
研究科博士課程を修了後、岩手県立胆沢
病院勤務を経て2013年4月からToMMo
クリニカル・フェロー。専門は消化器内科、
下部消化管分野。

近藤敬一： 東北大学東北メディカル・メ
ガバンク機構地域医療支援部門・助教。
1 9 9 1年パリ国立高等音楽院フルート
科を卒業、1993年同院第３課程を卒業、
2004年東北大学医学部を卒業。坂総合
病院で研修後東北大学糖尿病代謝科に
入局、2012年博士課程修了。同年10月
よりToMMoクリニカル・フェロー。日本糖
尿病学会糖尿病専門医。
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くには、謙虚さと誠意が一番大切だと感じて
います。

二度の震災を経験して

　私は神戸市出身で、19年前に阪神・淡路
大震災を経験しました。その後、結婚して岩
沼市に転居し、東日本大震災も経験しました。
震災を2回、経験しています。
　神戸で被災した時は家が半壊し、横になっ
てしまいました。とても怖かった……いまでも、
あの時の怖さははっきりと覚えています。あれ
から20年近い年月が経ったわけですが、年
月が経てば経つほど、あの怖さを強く感じます。
東日本大震災では、幸い、家族も住まいも無
事でした。でも、TVで東日本大震災の映像が
流れていると、阪神・淡路大震災の怖さを思
い出してしまうんです。だから、東日本大震災
で辛い思いをされた方々とはちょっと違う理由
で、震災の映像に触れないようにしています。
　それから、神戸で経験した「町が止まった
状態」を東北でもう一度経験したことは、私の
人生や考え方に大きな影響を与えている気が

します。震災で町が止まってしまうと、ふだん
考えている家族のことや仕事のことではなく、
食べ物、水、トイレ、衛生環境など「生きる基
本」に目が向く状態になります。そういう時は
ひとりで出来ることが限られていますし、「情
報」がとても大切になるので、周囲の方々との
「和」を強く意識することになります。皆で助
け合って、情報を交換しあって、状況に対応
していく。「◯◯スーパーが再開したそうよ」と
いった情報を誰かからいただいて、やっと買い
出しも可能になります。
　GMRCとして妊婦さんと「対話」している
時にも、やはり震災のことを強く意識せざる
をえません。「震災」が結婚のきっかけになっ
た方もいます。皆さん、震災体験とともに生
きているんですね……被災された方とされな
かった方では「時間の流れ」が違うのだと思
いますよ。被災された方にとっては「まだ3年」、
「やっと3年」。被災されなかった方にとっては
「もう3年経ったんだ」。私が神戸で被災した
後も、お隣の大阪の方々とは「時間の流れ」
の違いを強く感じていました。
　皆さん、震災で辛い思いをされたけれど、子

供ができて、新しい家族が増えて、これからは
新たな時間の流れを感じていくのだろうと思
います。私たちGMRCはその出発点に関わ
らせていただいているんですね。
　三世代コホート調査に関わるGMRCの仕
事は、その方の人生の流れに少しだけ登場
し、「出産」という大きな出来事に寄り添って、
やがて離れていくというお仕事。とても光栄
に思います。もちろん寄り添う時には常に妊
婦さんの「呼吸」に合わせて……。
　私の対話のフレーズは、「『時』をともに」。
私にとって、妊婦さんとの対話は、その方の
「時」に寄り添うことなのですから。

［2014年7月4日。東北大学東北メディカル・メガバ
ンク棟3階ミーティングルームにて］

text by Osamu Shimizu / photograph by Kenichi Chiba

対話の

phrase

　産婦人科って、ハッピーとの出会いがある
んです。妊婦さんと、お腹の中にいるお子さ
んの未来のお話をする時、GMRC室は笑顔
に包まれます。私たちGMRCは妊婦さんと
の「対話」によって、幸せの中にまぜてもらう
感覚です。

言葉のキャッチボールを続けながら

　現在、私はToMMo GMRC（ゲノム・メ
ディカルリサーチコーディネーター）として、岩
沼市のスズキ記念病院に常駐し、妊婦さんに
「三世代コホート調査」へのご参加をお願い
する仕事をしています。妊婦さんとお話しさせ
ていただいていると、私自身も日頃のいろい

ろなことを忘れて和やかな気分になれますね。
　私は元々、看護師をやっていたんですが、
以前から産婦人科は憧れの職場でした。看
護師をやりながら「助産師になりたいな」と
思っていたくらいです。現在は憧れの産婦人
科の病院で妊婦さんとお話しさせていただく
仕事に就けてとても充実しています。
　妊婦さんへのインフォームド・コンセントは、
本来、「必要なことを十分に説明して、コホー
ト調査へのご参加の意思をうかがい、参加
不参加を決めていただく」という一連の仕事
です。でも、これは一方的な説明作業ではな
くて、妊婦さんとのとても大切な「対話」なん
です。当初は20分くらい、同意書を読みあげ
ていたんですが、それでは妊婦さんは疲れて

しまうことに気づいて、言葉のキャッチボール
をするように、つまり「対話」をするようにして
いきました。「ゲノムについて何かご存知のこ
とはありますか?」とうかがうと、「アンジェリー
ナ・ジョリーさんのことなら知っています」など
と答えてくださいます。もちろん、話し方は人
それぞれですので、妊婦さんのペースに合わ
せて対話します。情報がたくさんほしいという
方には、どんどん話していきますし、聞きたいこ
とがはっきりと決まっている方には、掘り下げ
てお話しながら、質問に耳を傾けます。ゆった
りとしたペースで話される方には呼吸を合わ
せて話します。また、時には哀しくせつないこ
とと隣り合わせになる場面もあります。妊婦さ
んとの時間に寄り添い、気持ちを合わせてい

▶ 三世代コホート調査とは?

ToMMoでは、「地域住民コホート調査」、「三世代コホート調査」という2つの長期健康調査を実施しています。地域住民
コホート調査は、住民一人ひとりの健康状態を長期間にわたって調べる調査です。三世代コホート調査は、妊婦さん、生ま
れてくるお子さんを中心に、お子さんのお父さん、おばあさん、おじいさん、生まれてくるお子さんのごきょうだいといった「三世
代にわたる家族」やその他のご家族の健康状態を長期間にわたって調べる調査です。ToMMoでは、宮城県内の各産科
医療機関にToMMo GMRCが常駐する形で妊婦さんにお声がけし、三世代コホート調査をすすめています。具体的な調
査内容としては、通常の健診よりも詳細な検査を行い、同時に生活や健康に関する詳しいアンケートを行います。以後は
お子さんの生後半年目、1年目、5年目など、何度かアンケートや詳細な検査にご協力いただきます。長期にわたってご協力
いただくことで、その調査結果は様々な病気の解明や未来の医療に役立っていきます。
［ToMMo三世代コホート調査HP］  http://www.megabank.tohoku.ac.jp/3gen/

▶ ToMMo GMRCとは?

ToMMoゲノム・メディカルリサーチコーディネーター（ToMMo GMRC）は、ToMMo GMRC認定
制度により資格認定された職種です。具体的な仕事としては、ゲノム解析をともなう調査・研究の現
場において「調査・研究に関して丁寧に説明し、その方のご意向をうかがい同意書に記載いただい
たり（インフォームド・コンセント取得）、調査・研究の実施をサポートする」という一連の仕事となります。
ToMMo三世代コホート調査において、ToMMo GMRCは宮城県内各地の産科医療機関に常駐
し、妊婦さんのインフォームド・コンセントを得て調査への参加をお誘いしています。また、地域住民コ
ホート調査においては、県内各地で行われる特定健診会場において、住民の皆さんのインフォームド・
コンセントを得て、調査への参加をお誘いしています。

各地の特定健診会場で行われている地域住民コホート調査のイ
ンフォームド・コンセントの様子

流れゆく笑顔の「時」に寄り添うということ。
ToMMo三世代コホート調査は、生まれてくる赤ちゃんの未来を照らす大切な健康調査。
ToMMo GMRCは、今日も、幸せあふれる産婦人科の一室で、妊婦さんとの和やかな「対話」を続けています。

草野久子 ToMMo GMRC／岩沼市・スズキ記念病院駐在

INTERVIEW

草野久子: 宮城県岩沼市在住。神戸市出
身。神戸市立中央市民病院に勤務した後、
阪神大震災を機に結婚し家族の転勤で宮
城県に移住する。1児の母。ボーイスカウト
岩沼1団所属。マリンピア松島水族館ファ
ンクラブの運営を行う。

ToMMo ──信頼を創り出す試み
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被災後、感じたことです。
家族愛、郷土愛、助け合
いの心、皆様への感謝
の心。すべて結のおかげ
だと思います。

家族は無事でしたが、若
い社員2人を亡くしました。
今でも夜中に津波の夢
を見て目が覚めます。

対話の際には、その場を
楽しい雰囲気にして、相
手に心を開いていただけ
るよう心がけています。

震災で家族は無事でした
が、家は半壊。対話の際
には、想いを込めてお話し
したいですね。

震災時は、被災地の宮城病院に看護師として務めていました。自宅は無事でした
が、被災後の病院は大変でした。今はGMRCの仕事も含め、様々な方と対話をし
ていますが、ご本人が「だいじょうぶ」と言っても大丈夫じゃないことも多いと感じて
います。だから、「心の声」を聞きたいなと思って「対話のphrase」を書きました。

貴田恵子さん
（仙台・荒井小学校用地仮設
住宅住民）

中島敏さん
（プロダクツデザイナー・仙台荒
浜出身）

花沢美佳さん
（ToMMo GMRC スズキ記念
病院駐在）

佐藤芙美恵さん
（ToMMoスタッフ スズキ記念
病院駐在）

伊藤ひろみさん 
（ToMMo GMRC スズキ記念病院駐在）

被災後に結婚・出産。仮
設住宅生活も3年経って、
皆さん、疲れを感じている
のではないでしょうか。

中島美紀さん
聖也ちゃん
（仙台・荒井小学校用地仮設
住宅住民）

3年間の仮設住宅生活を
経て4月から復興住宅に
移り住んでいます。仮設
住宅より落ち着きますね。

高橋由佳さん
玲奈ちゃん、咲奈ちゃん
（仙台・復興住宅住民）

大津波で家は流されまし
たが、家族は無事でした。
人に声をかけることの大
切さを強く感じます。

佐藤優子さん
（漁業  仙台・荒井小学校用地
仮設住宅住民）

被災地住民の皆さんやToMMoメンバーに、「対話する時に相手に話しかけたい言葉」、「対話する時に一番大切なこと」、「対話に関して思
うこと」などを綴ってくださいとお願いして、実際に「対話のphrase」を手書きしていただきました。

明日はきっとたどりつく
── いつもそういう希望だけは持って。
［  チェスワフ・ミウォシュ］

対話のphraseToMMo ──信頼を創り出す試み

　現在、ToMMoでは「地域住民コホート調
査」と「三世代コホート調査」という2つの長
期健康調査を実施しています。私はこのうち、
「三世代コホート調査」に携わっています。
多くの市民の方々のご協力を得て、日々、少
しずつ進んでいく長期健康調査。ご参加いた
だいている方々には本当に感謝しています。
　To M M oの長期健康調査では、普段の
健診よりも詳しい、ゲノム解析も含む「身体
の検査」を行い、同時に、健康に関する「詳
しいアンケート」にお答えいただいています。
ToMMoではいただいたデータを集計すると
ともに、個人個人の調査結果を参加者の皆
さんにお返しして、健康管理に役立てていた
だいています。このやりとりが、まさに、参加者
の心身とToMMoとの「対話」なんですね。
　ただ、ゲノム解析結果に関してだけは、結
果回付等検討委員会で「結果をお返しする
かどうか」をしっかりと検討することにしていま
す。なぜなら「ゲノムと病気の関係」は、まだま
だ分からない部分ばかりだからです。
　ToMMoでは参加者からご提供いただい
た情報をもとに「ゲノムと生活環境と病気の
関係」を解明しようとしています。たとえば、高
血圧、糖尿病、喘息、アトピー、自閉症などの
症状は、遺伝と生活環境の両方の影響で起
こります。このうち、遺伝の要素に関してはま

だ詳しいことがあまり解っていないんです。こ
れを少しずつ解明していくにはとても時間が
かかります。数年で分かってくることもいろい
ろありますが、詳細なことが分かるには、おそ
らく20年、あるいは30年という歳月がかかる
でしょう。有用な研究結果が出てくるのは参
加者の皆さんのお子さんの時代になります。
ですから、この調査でもっとも恩恵を受ける
人々は、将来を担う子どもたちなのです。
　なぜ、被災地でゲノムを? そう思われる方
もおられるかもしれません。この問いに対して、
私は2つ、答えがあると思っています。
　ひとつめの答えは「次の災害に備えるため
に」ということです。東北地方太平洋側の地
域は数十年間隔で大地震・大津波に襲われ
る可能性があります。次に大きな災害がやっ
てくるのは50年後、あるいは30年後かもしれ
ません。今、ゲノム解析も含めた（被災後の）
長期健康調査を行うことによって「大災害後
の健康被害状況の推移、健康被害とゲノム
との関係」を解明することができれば、不幸に
も次の大災害が起こってしまった場合、市民
（皆さんのお子さんの世代）に健康に関する
注意喚起ができます。また、様々な健康被害
の予防を行うことができます。大災害が起こり
やすいこの土地であるからこそ、ゲノム解析と
それによる医科学研究を進めるべきなのです。

　ふたつめの答えは、「ゲノムは地方に根ざ
したものだから」ということです。私たち人間
のゲノムは、厳密に見ると一人ひとり違いま
す。しかし、住んでいる地域によって似ていた
り似ていなかったりします。たとえば、ヨーロッ
パ人と日本人を比べた時よりも近隣のアジア
の国の人と日本人を比べた時のほうがゲノム
は似ています。また、近隣のアジアの国の人
と日本人を比べた時よりも日本人同士で比
べた時のほうがゲノムは似ています。一般に、
住んでいるエリアが近いほどゲノムは似てい
るんですね。日本の国内で考えても同様です。
実際に比べてみなければ正確には分かりませ
んが、おそらく、東京の人々と仙台の人々を比
べた時よりも、仙台の人々と宮城県内の人々
を比べた時のほうがゲノムは似ているのだろ
うと思います……そう考えると、「東北」という
地方の人々のゲノムを調べて研究していくこ
とで、この地方の人々にもっとも適した医療
を開発していくことができるわけです。これこ
そが、この地方のための「健康の復興施策」
と言えるのではないでしょうか。
　未来の健康を創り出すための「対話」は
まだ始まったばかり。これから少しずつ、この
「対話」の成果が生まれてくることでしょう。

［2014年8月15日。東北大学東北メディカル・メガバ
ンク棟3階・ミーティングルームにて］

未来の健康を見つめる「対話」を重ねて。

目時弘仁
東北大学東北メディカル・メガバンク機構 地域医療支援部門 講師

対話の

phrase

▶ ToMMoコホート調査の結果回付が始まっています
　昨年から始まったToMMoの「地域住民コホート調査」と「三世代コホート調査」。
今年9月現在で、地域住民コホート調査では29,117人の方にご登録いただいており、
三世代コホート調査では10,000人を超える方々にご参加いただいています。これら
の調査の進展にともなって、参加者の皆さんへ少しずつ、調査結果をお送りしていま
す。また、地域住民コホート調査の結果回付にともなって、昨年末より、何度か、調査
結果報告会を開催しました。報告会は、胃がんリスク、アレルギー検査結果、睡眠や
こころの健康の評価、栄養計算結果などについての説明を行い、健康管理に役立
てていただこうというものです。被災地の市民の健康を見守るToMMoのコホート調
査は、これからも続きます。 東松島市での調査結果説明会の様子送付される調査結果シート

INTERVIEW
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を取り除いたところに導入してできた個体のことだ。D N Aに
書かれている遺伝情報が全て、新たな細胞に受け継がれて、
それが個体になる。ヒトのクローンをつくることは禁じられてい
るが、もしつくった場合に、それは漫画に描かれたような「そっく
りさん」だろうか?
　この問いは、先に挙げた芸術作品のサイトに挙げられた
Q&Aにある、「一体どのくらい正確なものなのか?」という問いと
も関わってくる。サイトでは、作者は「第一に、アート作品であっ
て技術や製品じゃない」と答えを始めている。その質問が頭に
去来することがそもそものアートの目的なのだろう。実際、今回
の作品において解析されているのは、性別、人種、瞳の色、そ
ばかすの多寡など限られた要素で、そこに作家の手が加わっ
た上で造形されている。作家の手法をなぞる限り、「驚くほど似
ている」というものができてくることは流石に考えにくく、「誰かわ
かったと申し出た人はいるか?」という問いには、「誰も」と答え
ている。ただそれは、ある意味で限定的にDNAの情報を用い
ている作品の場合であって、前述のとおり、本気になって解析
を行えば全遺伝情報が利用できることになる。
　全遺伝情報が同じと言えば、読者の方々はまず、一卵性双
生児を思い浮かべるだろう。DNAにある情報が全て同じ二人
は、時に他人には見分けがつかないほど、外見が類似してい
る。だが、一卵性双生児では実は遺伝情報以外に共通してい
ることが多数ある。まず、卵細胞の中にあるものがほぼ同一で
あるし、受精から胎内で育ってきた環境がほぼ同一だというこ
とがある。DNAの情報のみを取り出した体細胞クローンと一
卵性双生児とが決定的に違うところが、この胎内環境の一致
だろう。こうしたことが、例えば顔かたちの相違にどれだけ影響
するのかについて、はっきりとした研究はまだ、ない。
　はっきりとしたことはないが、ほかに一つだけ例を挙げておく
と、相貌ではないが見かけに関わることとして、身長の例があ
る。この100年で日本人の平均身長は男女共に10センチ以
上伸びている※3。だが、この間に日本人全体に対して起こった
DNA上の変化は、多少海外から流入があったにしてもごくわ
ずかに過ぎない。非常に大雑把な言い方だが、これだけの変
化が、ほぼ育ち方（栄養、運動など全ての要素を含む）の変化
という環境要因によって生じている、とも言える。
　身長や顔かたちはしかしながら、ある程度、罪のない部類の
情報かも知れない。アート作品で顔を取り上げられたのは、あく
までそのインパクトが強いからだろう。また、先号で触れた通り
DNAは必ずしも何かを決定してしまうことは想像されるほど多
くなく、もう少し「柔らかい」ものだが、それでも、それなりに相当
なことは決まってくる。
　例えば、健康や病気に関わる一部のこと。その要因を持て
ば乳がんに罹患する確率が5-10倍になるとされる遺伝子の
変異は、女優アンジェリーナ・ジョリーさんの例で話題になった。

あるいは、先号で書いた、難病の要因になるようなこと。その因
子を父方から来た遺伝子、母方から来た遺伝子双方で二つ
合わせ持ってしまえばほぼ必ず病気になってしまう、というもの
があり、多くの人は多くの病気で“片方だけ”持っているという
事実。
　そして、そういう情報がいともたやすく他人の手に入り得る世
界、というのはどういう世界なのだろうか?

あらゆる場所にDNAの情報がある世界へ

　近未来の状況を想像してみる。
　あなたが一緒に仕事をするために、これから会う人がいる。
その人の遺伝情報はちょっとした工夫で入手可能だ。入手す
ることは禁じられていないが、あなたにはそれをしないという選
択肢もある。入手した上で何らかの差別に使うことは許されな
いことだが（2014年現在で、それを明確に禁じる法律は日本に
は存在しないが）、入手した情報をもとにその人との働き方のあ
り方に活かそうと考えることはできる。
　そして何より、先方は、あなたの情報を既に手に入れている
かも知れない。

　私たちは、間もなく岐路に立つ。
　日常的に遺伝情報を利用することを徹底的に制限する社会
を築くことができる。口をつける食器を扱う店では、食器をぬぐう
ための専用の紙が配られ、使用後にそれを自ら焼却する設備
がある。トイレは水洗式ではなく現在も高所作業などで使われ
ている高温焼却式が一般的になるだろうか。実現できないこと
はないが、管理コストはどのくらいになるのだろう。
　あるいは、遺伝情報が相互に参照し合えることを「前提」に
して、いわれない差別は排しつつも、膨大な情報を積極的に活
用していく社会を築くのか。

　岐路に立つ前に、相当な予習が必要そうだ。
　期限は少しずつ迫ってきている。

（東北大学  東北メディカル・メガバンク機構  広報戦略室長）

※1 Heather Dewey-Hagborgのウェブサイトhttp://deweyhagborg.com/ 
参照。
※2 GENSPACE http://www.genspace.org/　自分で実施するのみなら
ず、科学者によるコンサルテーションなども受けられるようだ。
※3 例えば、1900年時点で22歳時の身長は男性160.0センチ、女性147.9
センチだったが、1997年にはそれぞれ171.5センチと158.9センチになってい
る。総務省統計局「日本の長期統計系列」による。

連  載

DNAはあなたのもの?

　似ていると言えば似ている。違うと言えば違う。
　パーツを見ればその通りのところはある。生き写しのようか、と
問われれば間違いなく違う。だけど、もう一人の自分とされる生
気のない顔と向き合っている──。

　あなたの遺伝情報はどれだけあなたを形作るだろうか?  そ
んな疑問と共につくられた作品群がある。タイトルは"Stranger 
Vision"、ニューヨーク公共図書館やアルスエレクトロニカフェス
ティバルなどで展示が行われ国際的な反響を呼んでいる、芸術
家Heather Dewey-Hagborgの作品だ※1。彼女は、道端に捨
てられたタバコの吸い殻から、あるいは噛み捨てられたガムから
DNA解析を行い、その結果をもとに「落とし主」の顔を「復元」
し、3Dプリンターで造形して落とし物の写真と共に展示する。
　もし「落とし主」がつくられた顔に対面したら、冒頭のような感
想を持つだろうか? そもそもどれだけ似ている可能性があるの
だろうか。どれだけの情報が抽出可能で、その情報は、どれだ
け顔形の予想に結び付けることができるのだろうか? そして、そ
うやって情報を抽出したり復元したりすることは、どこまで許され
るのだろうか?

誰があなたのDNAを触ることができるのか

　この作家はD N A抽出などの作業を自分で行っている。
ニューヨークには「公共の生命科学研究室」を名乗る非営利

団体運営のラボがあり、自分で実施するのであれば、かなりの
レベルの実験を行える※2。今回の作品で用いられたのは、個人
の遺伝情報の中の部分的な情報だ。2012年からこの作品が
展示されているから、実際の実験等が行われたのは少なくとも
それより前、2014年の現在、もし最先端の技術が利用可能で
あれば、当然、もう少し精度の高い情報、例えば全ての遺伝情
報、を得ようと思えば得ることができる。
　タバコの吸い殻や、噛み捨てたガムだけならば、マナーを守
れば遺伝情報が他人にわたることを防ぐことができるが、どうし
ようもないこともある。レストランで食事をして、全ての口をつけた
食器を持参した紙などで拭った上で、その紙は持ち帰って焼
却でもするのだろうか? 髪の毛を一切落とさないように、髪を剃
るか特別な工夫でもするのだろうか? 外出先でトイレの利用は
どうするのだろうか?

　あなたのDNAに書かれた遺伝情報は、その気になりさえすれ
ば、いともたやすく、そばにいる他人がアクセスできるものなのだ。

DNAの情報から何がわかるか

　体細胞クローン羊ドリーが1996年に生まれた時の反響の
一つに、ヒトラーを模した人物が多数複製された漫画が掲載
されたことを覚えている。体細胞クローンとは何か、と言えば、
ある生物個体の体細胞（生殖細胞以外の細胞ならばどこで
もいいが、ドリーの際には乳腺の細胞）から核（ゲノムを運ぶ
DNAが入っている）を取り出して、それを別の卵細胞から核

illustration by Shiho Honda

第2回

あなたのD N Aはどこへ行く

長神風二  ［サイエンス・コミュニケーター］
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3月末から1年間にわたって、全国の大学の
産婦人科医に交代で東北に来てもらうように
しました。特に、石巻と気仙沼ではそのような
医師派遣によって何とか医療体制が維持で
きました。
　震災後、3月、4月、5月と被災地の病院は
ほとんど戦場のような状態が続きました。医
師たちにも疲れが見えてきて、倒れてしまう人
も出てきました。「これではまずい。臨時の医
師派遣だけでは乗り切れない。チームを作っ
て長期的なローテーションを組んでいかなけ
れば」と思いました。当時、沿岸被災地の病
院に関わっていた医療スタッフは皆、思って
いたことだと思います。だからこそ、現在、東
北メディカル・メガバンク事業として実施して
いる「循環型医師支援システム（ToMMoク
リニカル・フェロー制度）」の発想が出てきた
のだと思いますね。
　震災後、私たち東北の人間は、全国から本
当に多くのご支援をいただきました。医療面
においても、全国の多くの医療スタッフが東
北に駆けつけてくださいました。今、もう一度、
こころから感謝を申し上げたい……しかしな

がら、支援に駆けつけてくださった医師の皆さ
んもいつかは地元に戻られるはず。あの時期、
私は「末永く被災地を見守る医療体制が絶
対に必要だ」と考えていました。長く続けられ
ること。サステイナブルであること。その考え
方は東北メディカル・メガバンク事業の大きな
下敷きになっています。

大切な、患者さんとの「対話」

　現在、ToMMoが行っている「循環型医
師支援システム」では、ToMMoクリニカル・
フェローと呼ばれる若手医師が被災地に
4ヶ月交代で駐在し、医療を行っています。
医療支援というものは、何度も短期間で行
くよりも長期間で行くほうが良いし、「その地
に居着く」ほうがさらに良い。居着いて、患者
さんとの「対話」を繰り返すことで分かること
も多いんです。患者さんとの距離を近づけ
て気兼ねなく話せる関係になることはとても
大切ですね。
　いろいろな患者さんとお話しさせていただ
いて、もっとも感じることは「人間、生き甲斐を

持つことが大事だな」ということですね。生き
甲斐があれば、肉体的精神的に辛い状況の
時も前向きに生きていくことができるのではな
いでしょうか。患者さんが医師と「対話」する
ことで少しでも生き甲斐を見つけていってくだ
さるとうれしいです……東北メディカル・メガ
バンク事業のことも「自分の子どもや孫の未
来を明るくするための活動だ」と考えていただ
いて、私たちと一緒にそういう明るい未来を
創っていくことに生き甲斐を感じてくだされば、
これほどうれしいことはありません。
　私は「ToMMoが作り上げるバイオバンク
は、震災復興のための『インフラ作り』であ
る」と考えています。災害で壊れた橋や道路
を作っていくのと同じように、50年先まで見
据えて構築する社会資本だということ。私た
ちは大学人であり、医学を研究する者です。
被災地の方々の健康状況を正確に記録し、
地域に役立つ医学を創り出していくことこそ
が、「私たちがやるべき復興事業」なのだと強
く思っています。

［2014年6月20日。東北大学東北メディカル・メガバ
ンク棟・機構長室にて］

　東日本大震災が発生した3年前の3月11
日、産婦人科医である私は東北大学病院副
病院長の職にありました。幸い、東北大学病
院では大きな地震被害はなかったのですが、
市内の産婦人科病院を回ってみると、電気も
水道もストップしている、屋上の水のタンクが
壊れて水が使えない、煙突が倒れてしまった
など、被害は甚大でした。しかし、そんな時でも
お産は待ってくれません。震災から数日の間
にも毎日、赤ちゃんが生まれていたんですよ
……電気が止まっているので、ロウソクを灯し
て帝王切開を行ったという病院もありました。
東北大学病院では、あっちの病院に行ってく
れ、こっちの病院に行ってくれと医師たちに
連絡して、市内の各病院に医師を配置し続
けました。いわばコントロールセンターのような
ことをやったわけですね。

戦場のようだった石巻と
気仙沼の医療現場

　震災後2日間、仙台市内の医師の配置を
続けながら、東北大学医学部と東北大学病

院でいろいろと対策を話し合い、「とにかく石
巻と気仙沼の病院が大変なことになってい
るだろうから、状況把握も兼ねて医師の派遣
をしなければ」ということになりました。14日
に石巻に第一陣が出発。私は15日に第二
陣の隊長として石巻に赴きました。石巻では、
石巻赤十字病院のみが機能していて、それ
以外のほぼすべての病院は機能停止の状態
となっていました。もう、すごかったです……
災害時なのに、人口15万人以上の石巻市
内にひとつしか病院がない状態ですから、当
然、石巻赤十字病院は野戦病院のように患
者さんで埋め尽くされ、混乱していました。た
だ、私たち東北大学病院からの応援だけでな
く、日本赤十字社のネットワークのおかげで、
この時から後々まで、全国の多数の医療ス
タッフが支援を続けたことは心強かっただろう
と思います。
　石巻に2日遅れて、気仙沼にも赴きました。
こちらも市内の病院の多くが機能停止してい
て、被害が少なかった気仙沼市立病院が震
災直後の医療を引き受ける形になっていまし
た。気仙沼市立病院は他地域との医療連携

ネットワークがなかったので、孤立した状態に
なることが心配でした。実際、震災後の3、4
日間は、ライフラインが止まる中、迫り来る火
事にも備えながら、本当に大変だったようで
す。が、幸い、重油の備蓄があったので自家
発電で辛うじて病院を維持していました。私
たちは実際に行って状況把握したわけです
が、気仙沼は5日間、電話が通じなかったの
で、他の地域からの状況把握は困難だっただ
ろうと思います。

長く続けられること。
サステイナブルであること

　震災からの数日間で、仙台、石巻、気仙沼
の病院を見て回って、「東北大学病院からの
医師派遣だけでは到底、この状況に対応し
続けることは無理だろう」と痛感しました。東
北地方の太平洋沿岸地域にあった病院はほ
とんどが流されてしまって、今後、震災前の医
療過疎とは比べものにならないほど医師が足
りなくなることは目に見えていたからです。そこ
で、私は日本産科婦人科学会に掛け合って、

［副機構長に訊く］

末永く支援を続けるということ

八重樫伸生 ［東北大学 東北メディカル・メガバンク機構（ToMMo）副機構長］
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